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１。 緒

　

言

ＫａｔｚとＰｏｓｔａｌはＡｎｌｎｔｅｇｒａｔｅｄ ＴｈｅｏｒｙｏｆＬｉｎｇｕｉｓｔｉｃＤｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎｓで，次のような仮説をたて

た． それを要約したものが，（１）である。

　

（１） Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎｓａｒｅ ｍｅａｎｉｎｇ‐ｐｒｅｓｅｒｖｉｎｇ，
ｉｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｓｅｎｓｅｉｆｔｗｏｓｕｒｆａｃｅｓｔｒｕｃ‐

　　　　

ｔｕｒｅｓｄｅｒｉｖｅｆｒｏｍｅｘａｃｔｌｙｔｈｅｓａｍｅｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓａｎｄｉｆｔｈｅｉｒｄｅｒｉｖａｔｉｏｎｓｄｉｆｆｅｒ

　　　　

ｏｎｌｙｉｎｔｈａｔａｎｏｐｔｉｏｎａｌｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎｈａｓａｐｐｌｉｅｄｉｎｏｎｅｂｕｔｎｏｔｔｈｅｏｔｈｅｒ，ｔｈｅｎｔｈｅｙ

　　　　　

ｍｕｓｔｈａｖｅｔｈｅｓａｍｅ ｍｅａｎｉｎｇ，
（１）

　

この仮説の意味するところは， もし英語の受動文が， 変形によって， 能動文と同じ基底構造から

派生したものとすれば， 次の二つの文，（２）と（３）は， 同じ意味を表わすことになる。

（２） ＣｏｌｕｍｂｕｓｄｉｓｃｏｖｅｒｅｄＡｍｅｒｉｃａ．

（３） ＡｍｅｒｉｃａｗａｓｄｉｓｃｏｖｅｒｅｄｂｙＣｏｌｕｍｂｕｓ．

１１． 復元可能性

ここで命令文（４）を考えてみると，（４）は（５）のｙｏｕｗｉｌｌを削除したものと考えられる。

（４） Ｗｒａｓｈｙｏｕｒｈａｎｄｓ．

（５） Ｙｏｕｗｉｌｌｗａｓｈｙｏｕｒｈａｎｄｓ！

このことから，（４）は，（５）のｙｏｕｗｉｌｌを削除した後でも，その意味を保持しているものと考えられる。
このことは， 非常に重要な概念である。 命令変形では， 要素が削除されても， その本来の意味を失

なわないことになる。 この関係は（６）で示される。

（６） Ｗｒａｓｈｙｏｕｒｈａｎｄｓ，曾 Ｙｏｕｗｉｌｌｗａｓｈｙｏｕｒｈａｎｄｓ，

もしも，変形が，Ｋａｔｚ‐Ｐｏｓｔａｌの仮説の通り，意味を変えないものであるならば，全て，変形によっ
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て削除された要素は， 復元可能であることになる．
復元可能の条件としてＣｈｏｍｓｋｙは次のように述べている（２）．

　

（７） Ｅａｃｈ ｍａｊｏｒｃａｔｅｇｏｒｉｅｓｈａｖｅ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ Ｗｉｔｈｔｈｅｍ ａ（ｄｕｍｍｙ
，ｅ．ｇ．，

くｉｔ，ｆ。ｒ ａｂｓｔｒｕｃｔ

　　　

ｎｏｕｎｓ，
ｔｓｏｍｅｏｎｅ （ｔｈｉｎｇ’）ａｎｄ．．，ｔｈｉｓｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ。ｆｔｈｅｃａｔｅｇｏｒｙｉｓ ｗｈａｔａｃｔｕａｌｌｙ

　　　　　

ｍｕｓｔａｐｐｅａｒｉｎｔｈｅｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇｓｔｒｉｎｇｓｆｏｒｔｈｏｓｅｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎｓｗｈｅｒｅｔｈｅｔｒａｎｓｆｏｒｍ

　　　　　　

ｃａｒｒ・ｅｓ ｎｏ

　

ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ

　

ｏｆｔｈｅ

　

ａｃｔｕａｌ

　

ｔｅｒｎｉｎａｌ

　

ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ

　

。ｆ

　

ｔｈｉｓ ｃａｔｅｇｏｒｙ，ｉｎ

　

ｔｈｅ

　　　　

ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇｓｔｒｉｎｇ…Ａｄｅｌｅｔｅｄｅｌｅｍｅｎｔｉｓ，ｔｈｅｒｅｆｏｒｅ，ａｌｗａｙｓｒｅｃｏｖｅｒａｂｌｅ．

１１１． 短縮受動文

　

１１で述べたような現象は， 英語の受動文にも生じる

（８）ａ

　

Ｊｏｈｎｗａｓｆｉｒｅｄｙｅｓｔｅｒｄａｙ．

　

ｂ

　

Ｂｉｌｌｗａｓｑｕｅｓｔｉｏｎｅｄ．

　

ｃ

　

Ｍ［ａｒｙ ｗａｓｂｉｔｔｅｎ．

（９）ａ

　

ＪｏｈｎＷａｓｆｉｒｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅｙｅｓｔｅｒｄａｙ．

　

ｂ

　

ＢｉｌＩＷａｓｑｕｅｓｔｉｏｎｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．

　

ｃ

　

Ａ１ｉｃｅＷａｓｂｉｔｔｅｎｂｙｓｏｍｅｔｈｉｎｇ．
｛３）

（８）ａ～ｃは，（９）ａ～ｃの〈ｂｙｐｈｒａｓｅ＞を削除した結果派生したもので，（８）ａ～ｃを短縮受動文という。
短縮受動文が単に，〈ｂｙｐｈｒａｓｅ〉を（９）ａ～ｃのような受動文から削除することによって派生したもの

か， 又は，Ｃｈｏｍｓｋｙ及びＥｍｏｎｄｓ
（４）の主張するように， 別の変形規則によって派生したものかは，

議論の分かれるところである． Ｆｒｅｉｄｉｎは，（９）ａ～ｃより 〈ｂｙｓｏｍｅｏｎｅ〉 や 〈ｂｙｓｏｍｅｔｈｉｎｇ〉 を削

除しても， 先に述べた，Ｃｈｏｍｓｋｙの複元可能の規則に触れることはないと説明している
｛５）
． その理

由は，ｓｏｍｅｏｎｅもｓｏｍｅｔｈｉｎｇも共に， Ｎ → ［Ｎ，± Ｈｕｍａｎ］ の典型的な 〈Ｐｒｏｎｏｍｉｎａｌｎｏｕｎ〉 と

みなされるからである． 従って次の関係が成り立つ．

（１０） Ｊｏｈｎｗａｓｆｉｒｅｄｙｅｓｔｅｒｄａｙ．ぐうＪｏｈｎＷａｓｆｉｒｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅｙｅｓｔｅｒｄａｙ．

しかし， Ｅｍｏｎｄｓが述べているように， 次の（１１）と（１２）とではこの関係が成り立たない（６）

（１１） Ｇｅｒｍａｎｙｗａｓｄｅｆｅａｔｅｄ．

（１２） Ｇｅｒｍａｎｙｗａｓｄｅｆｅａｔｅｄｂｙ Ｒｕｓｓｉａ．

この場合 １１）は（１２）から派生されたと考えられないのは，ｂｙＲｕｓｓｉａが，削除に関する復元可能の規則

に抵触しているからである。（１１）は， 必ずしもＱ２）から派生されたとは考えられず〈ｂｙｐｈｒａｓｅ＞の生起

に無限の可能性が含まれておりＱめのａ～ｃからも派生されたとも考えられるからである。

（１３）ａ

　

ＧｅｒｍａｎｙＷａｓｄｅｆｅａｔｅｄｂｙＦｒａｎｃｅ．

３４
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ｂ

　

Ｇｅｒｒｎａｎｙｗａｓｄｅｆｅａｔｅｄｂｙｔｈｅａｌｌｉｅｓ・

ｃ

　

Ｇｅｒｍａｎｙ ｗａｓｄｅｆｅａｔｅｄｂｙｈｅｒｅｎｅｍｉｅｓ，

ＩＶ． 〈ＡｇｅｎｔＤｅｌｅｔｉｏｎ〉

受動文は， 能動文と同じ基底構造に対して三つの変形操作を加えることによって派生される。 そ

の：つの操作とは，（ｉ）主語と目的語の入れ換え，（ｉｉ）要素ｂｅ十ＥＮの挿入，（ｉｉｉ）要素ｂｙを移

動された主語の左に挿入するということである。最近では，Ｃｈｏｍｓｋｙ及びＥｍｏｎｄｓに従って，これ

等の操作を二つの規則に分けている。 従来は， 受動文を単一の規則によって派生させようとしたた

め， 短縮受動文の派生を説明することができなかった． 従来の受動化規則をＱ４）に示す。

（１４） Ｐａｓｓｉｖｅ：× ＮＰ． Ａｕｘ

　

Ｖ

　

ＮＰ２

　

Ｙ

１

　　

２

　　　

３

　　

４

　　

５

　　

６

　

０１

　

５

　

３

　

ｂｅ十ＥＮ

　

４

　

≠

　

６ ｂｙ２

（１め～⑩の短縮受動文を派生させるには， 御一筋）に示された例文から，＜ｂｙｐｈｒａｓｅ〉 を削除したもの

と以前には考えられていた。

Ｑ５） Ｍａｒｙｗａｓａｒｒｅｓｔｅｄ．

Ｑ６） Ｓａｍ ｗａｓｐｒａｉｓｅｄ．

（１７） Ｓｕｓａｎｗａｓｓｉｍｐｌｙｉｇｎｏｒｅｄ．

（１め

　

Ｌａｒｘｙｗａｓｖｉｃｉｏｕｓｌｙａｔｔａｃｋｅｄ・

（１９） Ｍａｎｆｒｅｄｗａｓｌａｕｇｈｅｄａｔ．

電の

　

１ｇｏｒｈａｓｎｅｖｅｒｂｅｅｎｃａｔｅｒｅｄｔｏ．

⑦） Ｍａｒｙｗａｓａｒｒｅｓｔｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．

低め

　

Ｓａｍ ｗａｓｐｒａｉｓｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．

㈱） Ｓｕｓａｎｗａｓｓｉｍｐｌｙｉｇｎｏｒｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．

吃り

　

Ｌａｒｒｙｗａｓｖｉｃｉｏｕｓｌｙａｔｔａｃｋｅｄｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．

低） Ｍａｎｆｒｅｄｗａｓｌａｕｇｈｅｄａｔｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．

低め

　

１ｇｏｒｈａｓｎｅｖｅｒｂｅｅｎｃａｔｅｒｅｄｂｙａｎｙｏｎｅ．
（７）

そして，（２１）～（２６）に対しては，〈
ＡｇｅｎｔＤｅｌｅｔｉｏｎ〉 の規則を適用する。 この規則を（２７）に示す

＠の Ａ脚 企 賦ｉｏｎ：ＮＰ－Ｘ竃十ＥＮ－ｖ－Ｙ－｛龍 二 霊
ｇ
｝

　　　　　　　　

１

　

２

　　　

３

　　　

４

　

５

　　　　　　

６

　　　　

〇 １

　

２

　

３

　

４

　

５

　

ゆ

従って，姥めの Ｍａｎｆｒｅｄｗａｓｌａｕｇｈｅｄａｔｂｙｓｏｍｅｏｎｅを派生するには， 次のような手順を必要とし

た
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図ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｓ

Ｔｅｎｓｅ

　　　　　　　　　　

Ｖ

　　　　　　　　　　　

ＰＰ

へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｐ

　　　　　　　

ＮＰ

Ｓ。ｍｍｅ

　　　　

躍ｔ

　　　　

ー醐ｈ

　　　

ｌ

　　　

ｌ

ａｔ

　　　　　

Ｎ［ａｎｆｒｅｄ

受動化規則

図２

Ｓ

Ｔｅｎｓｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｖ

　　　　

ＰＰ

　　　　　

ＮＰ

Ｍｎ，ｅ

　　　

ｂ

　　

ｒ 湖ｈ

　

一

　

膨ｓ。…。ｎｅ

〈ＡｇｅｎｔＤｅｌｅｔｉｏｎ〉規則

図３

Ｔｅｎｓｅ
Ｖ

　　　　　　　　　

ＰＰ

Ｄ４ａｎｆｒｅｄ

　　　　　　　　　　

Ｐａｓｔ

　　　　

ｂｅ

　　　　　　　　

ｅｎ
ｌａｕｇｈ

　　　　　　　　

ａｔ



英語受動構文

最終的には， くＡｆｆｉｘＨｏｐｐｉｎｇ〉 の規則の適用を受けて，（２５）の Ｍａｎｆｒｅｄｗａｓｌａｕｇｈｅｄａｔを得ること

になる。

最近の理論では， 受動化に関する操作を二つの変形に分けていることは前に述べた。 これら二つ

の変形は， それぞれ， 〈
ＡｇｅｎｔＰｏｓｔｐｏｓｉｎｇ＞ と くＮＰＰｒｅｐｏｓｉｎｇ〉 である．

　

くＡｇｅｎｔＰｏｓｔｐｏｓｉｎｇ〉 は， 主語をｂｙによって導かれる代役記号〈ｄｕｍｍｙ〉の占める位置へ義務

的に移動し， 主語の位置に代役名詞句を残す。 尚， 代役記号は△で表わす．

◎＜ＡｇｅｎｔＰｏｓｔｐｏｓｉｎｇ＞：Ｘ ＮＰＹ ＶＰｂｙ △Ｚ

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７０１

　

△ ３

　

４

　

５

　

２

　

７

＜ＮＰＰｒｅｐｏｓｉｎｇ〉 は直接目的語を△の位置に移動し， 同時にｂｅ十ＥＮをＶの前に挿入する

艇の＜ＮＰＰｒｅｐｏｓｉｎｇ＞：×

　

△ Ｖ

　

ＮＰ

　

Ｚ

１

　

２

　

３

　　

４

　　

５〇１

　

５

　

３

　

ｂｅ十ＥＮ ４

　

ゆ

　

６

次に御）Ｍａｒｙ ｗａｓｓｅｅｎｂｙＢｉｌｌを派生させる手順を以下の図で示すことにする

図４

　　　　　　　

Ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓ

　　　　　　　

。

〈Ａｇｅｒｔｐｏｓｔｐｏｓｉｎｇ〉

　

／イ
グ
″ ＼

＼
ＮＰ Ａ

一

　　

の

『
「Ｐ

． 。
メ

　 　 　

　

　
　
　 　　

　　

　　　 　 　 　

　　　　

ふ も 」 ▲

　　　　　　

－

　

？『
Ｎ
－
Ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｓｅｅ

　　

ルｌａｒｙ

　

ｂｙ

　　

Ｂｉｌｌ

図５

Ｓ Ｓ

　

／ ＼／ ′／

　

十
＼＼
＼

　　　

岱ＰＰ柁鵬ｉｎｇ＞

　　　

／

　　　　　　

ＶＰ
ＮＰ

　　

ヤ ＶＰ

　　　　　　　　　

Ｎｐ
ナ

　

Ａｕｘ

　　　

人

　

へ

　　　　　　　　　

『

　　　　

１

　

胤
へ Ｖ

ハ
ＶＰ

　

Ｔｅｒｓｅ ￥

　　

ｖｐ ＼ ＰＰ

　　　　　　　

Ｍ
」 Ｔｅｒｓｅ

　

平

　　

十

　　

′＼

　

１

　

１

　　

へ

　

〈

　　　　　　　

皿ｙ

　

ｌ

　　

ｌ

　　

１

　

ハ

　　　　　

Ｐａｓｔ

　　

ｄｏ

　　　

Ｖ

　　

ＮＰ

　　

Ｐ

　　

ＮＰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｐａｓｔ

　　

ｄｏ

　　　

ｂｅｅｎ

　　

Ｖｐ′

　　

ＰＰ

　　　

Ｉ

　

Ｉ

　

Ｉ

　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　

へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ｐ ▲

　
　

ｓｅｅ

　

Ｍ［ａｒｙ

　

ｂｙ

　

ＢｉｌＩ
Ｖ

　　

Ｐ

　　

ＶＰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｂｙ

　

Ｂｉｌｌ
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このようにして， 最終的に， 側）ＭａｒｙｗａｓｓｅｅｎｂｙＢｉｌｌが派生される．

　

このような〈ＡｇｅｎｔＰｏｓｔｐｏｓｉｎｇ〉と〈ＮＰＰｒｅｐｏｓｉｎｇ〉との二段階から成る操作の枠組の中で， 〈短

縮受動文〉 の派生を説明することが出来る． 今， Ｍａｗ ｗａｓａｎｅｓ記ｄ．を派生しようとすればＣｕｌｉ‐

ｃｏｖｅｒ（８）の説明によると，

伽） １ｎＰｕｔ；Ｎ一△］ｐａｓｔｄｏａｒｒｅｓｔ Ｍａｒｙ・

　　

〈ＡｇｅｎｔＰ＞

　　

〈適用しない＞

　　

＜ＮＰＰ〉

　

ＮＰ［Ｍａｒｙ］ｐａｓｔｄｏｂｅｅｎａｒｒｅｓｔゆ

　　

くＤｏｒｅＰ１ａｃｅｍｅｎｔ〉

　

Ｍａｒｙｐａｓｔｂｅ中ｅｎａｒｒｅｓｔ小

　　

〈ＡｆｆｉｘＨｏｐｐｉｎｇ〉

　

Ｍａｒｙ＃ｂｅ十 Ｐａｓｔ＃＃ａｒｒｅｓｔ十ｅｎ＃．

　　

Ｍ【ａｒｙｗａｓａｒｒｅｓｔｅｄ．

　　　

　

しかしながら，この代役記号の理論は未だ首尾一貫したものとは云えず理論修正が必要と思われる．

例えば，Ｆｒｅｉｄｉｎの説明によると， 次の文例と鰯）を代役記号を使って派生しようとすれば，それらの

基底構造は図６のようになる（９）．

惨め

　

Ｈａｒｒｙｅｘｐｅｃｔｓｔｏｂｅｅｘａｍｉｎｅｄ・

窮め

　

ＨａｒｒｙｉｓｅｘＰｅｃｔｅｄｔｏｂｅｅｘａｍｉｎｅｄ．

ＳＩ

卿

　　　　

／ ＼
ＮＰ

　　　　　　　　　　　　　　

ＶＰ

　

　　

　

　 　
　　

ＮＦ
／／
／／
／

　　　

＼
＼＼
ＶＰ

△ ｅｘａｍｉｎｅ

　　　　　　

Ｈａｒｒｙ

鰹）は， ＨａｒｒｙをＳ２の主語の位置で一度， 更にＳ，の主語の位置で〈ＮＰＰｒｅｐｏｓｉｎｇ＞規則を適用する

ことによって得られる．鰯）は，Ｓ，を受動化する必要がないので， ◎の派生よりも問題があるように

思われる． いずれにしても， ◎～㈱は， 同義ではな
いのだから， 同じ基底構造をもつ訳にはいかな

い． かくして Ｆｒｅｉｄｉｎは次のように述べている．

　　

窓４） １ｎｏｔｈｅｒｗｏｒｄｓ，ｔｈｅｕｓｅｏｆｔｈｅｅｍＰｔｙｎｏｄｅｉｎｔｈｅｄｅｒ
ｉｖａｔｉｏｎｏｆｔｒｕｎｃａｔｅｄＰａｓｓｉｖｅｓｉｓｎｏｔ

　　　　　　

ｍｏｔｉｖａｔｅｄｅｍｐｉｒｉｃａｌｌｙｂｕｔｒａｔｈｅｒｉｓａｗａｙｏｆｒｅｔａｉｎｉｎｇａｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎａｌａｎａｌｙｓｉｓｏｆ

　　　　　

ｐａｓｓｌｖｅｓ．

３８
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事実， 仮に 〈代役記号〉 を彼って短縮受動文の基底となる主語のないことを説明できるにしても，
倦め～（３３）の派生に於けるように， 〈ＣｏｍｐｌｅｍｅｎｔＳｕｂｊｅｃｔＤｅｌｅｔｉｏｎ〉のような又別の変形の規則を使わ

なければならなくなるのである。

Ｖ。 受動構文についての其の他の問題

　

受動変形は， 全ての他動詞に適用される訳ではなく， 或種の動詞には適用されない場合がある。
例えば，Ｃｈｏｍｓｋｙも指摘しているように， 様態の副詞類と自由に共起できないいくつかの動詞が

あって， これらは， 受動変形を適用することができないとされる（１１）。

倦めａ

　　

Ｔｈｅｂｏｏｋｃｏｓｔｓｅｉｇｈｔｄｏｌｌａｒｓ・

　　

ｂ ＊ Ｅｉｇｈｔｄｏｌｌａｒｓａｒｅｃｏｓｔｅｄｂｙｔｈｅｂｏｏｋ．

倦めａ

　　

ＴｈｅｂａｓｋｅｔＷｅｉｇｈｓａｔ。ｎ。

　

ｂ

　

＊Ａｔｏｎｉｓｗｅｉｇｈｅｄｂｙｔｈａｔｂａｓｋｅｔ，

電力ａ

　　

Ｊｏｈｎｒｅｓｅｍｂｌｅｓｈｉｓｍｏｔｈｅｒ．

　　

ｂ

　

＊ Ｈｉｓｍｏｔｈｅｒｉｓｒｅｓｅｍｂｌｅｄｂｙｈｉ・ＩＱ．

倦めａ

　　

ＴｈｅｄｒｅｓｓｆｉｔｓＭａｒｙ．

　　

ｂ

　

＊ Ｎ１ａｒｙｉｓｆｉｔｔｅｄｂｙｔｈｅｄｒｅｓｓ．

しかし，これらの例は必ずしも，中間動詞に表われる特質とはいえない．例えばｒｅｓｅｍｂｌｅは，或種

の様態の副詞と共起することができる。

◎＊ Ｈｅｈａｓａｇｏｏｄｈｏｕｓｅｃｏｍｐｌｅｔｅｌｙ・

とは言えないが，

色の

　

Ｈｅｒｅｓｅｍｂｌｅｓｈｉｓｍｏｔｈｅｒｃｏｍｐｌｅｔｅｌｙ．

は， 容認可能である。

　

又， 次の例も興味深い。 動詞ｆｉｔは， 基底構造では， Ｎ［十Ｈｕｍａｎ］と共起する場合， 受動変形を

受ける（１２）。

組）ａ

　　

Ｊｏｈｄｓｎｅｗｓｕｉｔｆｉｔｓｈｉｍ，

　

ｂ ＊Ｊｏｈｎｉｓｆｉｔｔｅｄｂｙｈｉｓｎｅｗｓｗｉｔ．

　

ｃ

　　

ＴｈｅｔａｉｌｏｒｆｉｔｔｅｄＪｏｈｎ（ｆｏｒｈｉｓｎｅｗｓｕｉｔ）．

　

ｄ

　　

ＪｏｈｎＷａｓ，ｆｉｔｔｅｄ（ｆｏｒｈｉｓｎｅｗｓｕｉｔ）ｂｙｈｉｓｔａｉｌｏｒ．

更に偲Ｄｄは短縮受動文としても認められる．

ほめ

　

Ｊｏｈｎｗａｓｆｉｔｔｅｄ（ｆｏｒｈｉｓｓｕｉｔ）・

３９
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亦， 動詞ｗａｎｔは受動変形で次のような制限を受ける
（１３）
．

　

はめａ

　　

ＴｈｅｐｏｌｉｃｅｗａｎｔｅｄＪｏｈｎ・

　　　

ｂ

　

Ｊｏｈｎｗａｓｗａｎｔｅｄｂｙｔｈｅｐｏｌｉｃｅ．

　　

包めａ

　　

Ｍａｒｙ ｗａｎｔｅｄｔｈａｔｃａｋｅ・

　　　　　　

ｂ ＊ Ｔｈａｔｃａｋｅ ｗａｓ

　

ｗａｎｔｅｄｂｙハ佳ａｒｙ，

　

回 ａ

　　

Ｊｏｈｎｉｓ ｗａｎｔｅｄ．

　　　　　　

ｂ ＊ Ｔｈａｔｃａｋｅｉｓｗａｎｔｅｄ．

　

受動文と能動文の関係で，受動文は存在しても，それに対応する能動文のない例を
Ｓｉｅｇｅｌは述べ

て い る（４）・

はめａ

　

Ａｎｔａｒｃｔｉｃａｉｓｕｎｉｎｈａｂｉｔｅｄ（ｂｙｍａｎ）．

　　

ｂ ＊Ｄ江ａｎｕｎｉｎｈａｂｉｔｅｄ Ａｎｔａｃｔｉｃａ．

は７）ａ

　　

Ｔｈｅｇａｒｂａｇｅｗａｓｕｎｃｏｌｌｅｃｔｅｄ．

　　

ｂ ＊ Ｓｏｍｅｏｎｅｕｎｃｏｌｌｅｃｔｅｄｔｈｅｇａｒｂａｇｅ．

もし，先に述べたように，受動文と能動文が同じ基底構造から派生するものとすれば，
回ａを得るに

は，

　

はめ

　

Ｍａｎ－ｕｎｉｎｒｌａｂｉｔｅｄ－Ａｎｔａｒｃｔｉｃａ－ｂｙ＋△

という基底構造を考え， これに受動変形の規則を適用してはめａを派生させようとするのは疑問が残

るように思われる。 それよりはむしろ

は９） Ｍａｎ－ｉｍｌａｂｉｔ－Ａロｔａｒｃｔｉｃａ－ｂｙ＋△

に受動変形規則を適用し，

街の

　

Ａｎｔａｒｃｔｉｃａ－ｉｓ十ｉｒ山ａｂｉｔｅｄ－ｂｙ十ｍａｎ・

を派生し， 更に否定変形規則を適用する方が自然のように考えられる。 しかし， この否定変形規則

によって派生される回と鰯）とは意味が全然異なるものと思われる．

鯨） Ａｎｔａｒｃｔｉｃａｉｓｎｏｔｉｎｈａｂｉｔｅｄｂｙｍａｎ．

あの

　

Ａｎｔａｒｃｔｉｃａｉｓｕｎｉｍｌａｂｉｔｅｄｂｙｍａｎ・

つまりこの違いはｕｎとｎｏｔとの本質的な素性の違いによるものと考えられる．６のを代役記号を使

う変形操作で派生するよりは，ｕｎ自体がもつ素性から判断して，Ｓｉｅｇｅｌの主張するようにｕｎｉ証ｌａｂｉ‐

ｔｅｄは ［〔ｕｎ－ ［ｉｍｌａｂｉｔ］ 〕 －ｅｄ］ＡＤＪと分折される形容詞と考える方が妥当であると考えられる

のである．

　

Ｓｉｅｇｅｌの説に関連して， 受動構文と形容詞句とが類似しているということは明らかである．
Ｗｒａｓｏｗも述べているように，受動分詞が形容詞と同じ機能を示すのは，受動分詞が名詞句中に形容

詞と同じ位置に表われるときである．

４０
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（５３） Ｊｏｈｎｉｓｔｈｅｍｏｓｔ陀ｓｐｅｃＺｅαｍｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｃｌｕｂ．
倦め

　

Ｈａｒｒｙｈａｄｔｈｅ汐の”Ｚｅｄｂｏｘｉｎｈｉｓｈｏｕｓｅ．

しながら， 形容詞には適用するが受動分詞には適用しない変形が多数ある（１６）．

倦め

　

ａ

　

ＪｏｈｎＣｏｎｓｉｄｅｒｅｄ Ｍａｒｙｔｏｂｅｖｅｒｙｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ・

　

ｂ

　

ＪｏｈｎＣｏｎｓｉｄｅｒｅｄ Ｍａｒｙｖｅｒｙｉｎｔｅｌｌｉｇｅｒｔ，
（５６）ａ

　

Ｊｏｈｎｓｅｅｍｓｔｏｂｅｖｅｒｙｈａｐｐｙ．

　

ｂ

　

Ｊｏｈｎｓｅｅｍｓｖｅｒｙｈａｐｐｙ．

◎

　

ａ

　

ＭａｒｙｆｉｎｄｓＪｏｈｎｔｏｂｅｋｉｎｄ・

　

ｂ

　

ＭａｒｙｆｉｎｄｓＪｏｈｎｋｉｎｄ．

列は， 所謂 〈ＴＯＢｅＤｅｌｅｔｉｏｎ〉変形であって， 形容詞句の直前でのみ適用するが， 一般には，
されないと考えられている． 再びＣｕｌｉＣｏｖｅｒから例を上げると，

　

（５８｝

　

ａ

　　

ＪｏｈｎＣｏｎｓｉｄｅｒｅｄ Ｍａｒｙｔｏｂｅｏｆｆｅｎｄｅｄｂｙｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ．

　　

ｂ＊ＪｏｈｎＣｏｎｓｉｄｅｒｅｄ Ｍａｒｙｏ頗ｅ”ｄｅｄｂｙｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ．

　

倦め

　

ａ

　　

Ｍａｒｙｄｏｅｓｄｔｓｅｅｍｔｏｂｅａｔｔｅｎｄｅｄｂｙｔｈｅｐｒｅｓｓ。

　　　

ｂ＊ Ｍ［ａｒｙｄｏｅｓｎ
’ｔｓｅｅｍ の彰”ｄｅｄｂｙｔｈｅＰｒｅｓｓ．

かしＷｒａｓｏｗはこの 〈ＴＯＢｅＤｅｌｅｔｉｏｎ〉 の規則を否定し次のような例を示している（１７）。

街のａ

　

Ｊｏｈｎｓｅｅｍｅｄａｎｎｏｙｅｄ ａｔｕｓ．

　　

ｂ

　

ＪｏｈｎｌｏｏｋｅｄＣｏｎｖｉｎｃｅｄｔｏｒｕｎ．

って６めと娠のと同じように， 或種の受動分詞は形容詞的であると考えられる． この故に， 回のよう
こよらないで句構造の規則から派生されるという考えも成り立つのである．

Ｊｏｈｎｗａｓｆｉｒｅｄｙｅｓｔｅｒｄａｙ．

図７

Ｓ

〆／ ＡＦ

　

＼
▽Ｐ
＼＼＼＼漏

や

　

Ｙ
／＼
Ａｒｊ

Ｊｏｈｎ

　　　　　　

Ｐａｓｔ

　　　　

ｂｅ ｆｉｒｅｄ ｙｅｓｔｅｒｄａｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４１



畑

ＶＩ． 結

　

語

雅

　

勝

これまで生成文法の枠組の中で，英語の受動構文に付随する，いくつかの問題点を取り上げてみた．

その結果，受動文を生成し且つ説明する完全な規則は，未だ完成していないように
思われる．Ｇｒｏｓｓ

も述べているように， 受動変形の規則を設定するには， 非常に多くの語い項目相互間についての検

討が必要である．
Ｇｒｏｓｓの例を挙げると， 動詞ｉ電ｌａｂｉｔは， 受動文をもたないと言う（１８｝．

回

　

ａ

　

Ｍａｘｉ電ｌａｂｉｔｓＭａｒ立ｌａｔｔａｎ．

　　

ｂ＊△江ａｎｈａｔｔａｎｉｓｉｎｈａｂｉｔｅｄｂｙＤ４ａｘ．

しかし， この場合， 主語に複数又は集合名詞が表われると受動文が可能になるという．

倦め ａ

　

ＲｉｃｈＰｏｌｉｔｉｃｉａｎｓｉｎｈａｂｉｔ公４ａｎｈａｔｔａｎ．

ｂ

　

凸江ａｎｈａｔｔａｎｉｓｉｎｈａｂｉｔｅｄｂｙｒｉｃｈＰｏｌｉｔｉｃｉａｎｓ．

生成文法は未だこのような現象に対して確実な答を出していないように思われる． 受動構文が果

たして深層構造をもつのか， 或いは単に表層構造しかもたないのか， 其の他の問題にも
一層考察を

深めていく必要があろうと思考するものである．
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